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要約：2023年度より、関西女子短期大学 医療秘書学科教育課程において、医療秘書学科専門科目
「バイオセラピー」が新たに開講された。「バイオセラピー」の学修目標は「バイオセラピーを介し
て、心理的安静（癒し）を体験することで、将来、医療秘書として患者さんを癒すために必要な知識
や技能を学修する」である。科目「バイオセラピー」の演習として、馬の行動観察、馬介在活動、植
物介在活動、動物園での展示動物観察ならびに介在活動、イルカの行動観察、水族館での展示生物の
観察活動などがある。今回、バイオセラピーのそれぞれの演習における心理的安静（癒し）効果につ
いて、アンケート調査から明らかにすることを目的とした。その結果、バイオセラピーでの演習にお
いて、「匂い」「香り」「作る」などの五感を刺激することで「気持ち」が「落ち着く」ことにより、
癒し（心理的安静）効果が高まる可能性が示唆された。

Abstract: In 2023, Kansai Women’s College has introduced “Biotherapy” as a specialized course in the
Medical Secretary program. Learning “biotherapy” includes experiencing several healing programs, thereby
acquiring the knowledge and skills to heal patients as medical secretaries eventually. The experiences in the
“Biotherapy” program include observing horse behavior, horse­assisted activities, plant­assisted activities, ob­
serving exhibited animals at zoos and animal­assisted activities, observing dolphin behavior, and observing
aquatic creatures at aquariums. This study aimed to clarify the effects of psychological healing in each expe­
rience using questionnaire surveys. The results suggested that stimulating the five senses with elements, such
as “smell,” “scent,” and “creation,” through biotherapy experiences could enhance the healing effect by mak­
ing students feel more relaxed.
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Ⅰ．背景と目的

医療秘書の業務は、医師や看護師など他の医療従事者
と異なり、治療や看護といった患者への医療行為や看護
行為は行わない1）。しかし、医療秘書は治療や看護はし
ないが、患者を癒す存在であると考えられている1-5）。
具体的には、患者からの問合せや予約などの受付業務、
そして、医師の指示に基づく処方せんや診療録の管理な
ど医師事務作業補助業務などを通じて、医師と患者とを
繋ぐコミュニケーターとして、患者を癒す存在といえ
る1-5）。
関西女子短期大学 医療秘書学科教育課程では、これ
まで動物介在療法（アニマルセラピー）課程修了認定制
度を設け、「動物の行動と心理」、「人と動物の関連学」
「動物管理学」「アニマルセラピー演習」他を学修するこ
とで、動物を介しての人の癒し（心理的安静）を得るた
めの知識と技能を修得してきた。しかし、癒し（心理的
安静）を得るために介在する対象は動物に限らず、植物
も対象となることから6-9）、医療秘書学科専門福祉基礎
科目として「バイオセラピー」が 2023年度より新たに
開講された10）。「バイオセラピー」の学修目標は、“バイ
オセラピーを介して、心理的安静（癒し）を体験するこ
とで、将来、医療秘書として患者さんを癒すために必要
な知識や技能を学修する”である11）。
バイオセラピーとは、動植物と触れ合うことによって
情操教育や健康維持に寄与するという概念である12）。バ
イオセラピーに活用される生き物は、馬や犬などの家畜
化された動物や園芸植物などの栽培植物であることが多
い12, 13）。馬介在活動は、動物介在活動の中でもっとも
組織的に整備されたプログラムで実施されているといわ
れている14-18）。馬は人の気持ちに敏感であり、かつ、そ
の気持ちに沿った行動、そして、人の気持ちに応じてそ
の行動を変化させることができる動物であることから
も19）、馬が介在動物として適しているとされる18）。ま
た、馬は人が騎乗できるという他の動物にはない特徴を
有しており、このような活動による人の心身に対する影
響も馬介在活動に重要とされる18）。植物介在活動におけ
る園芸活動は、植物の成長にあわせて感覚体験と動作体
験とを統合する過程である。これらの過程により、本能
的欲求を充足することで癒しを与える機能と創造的欲求
を充足し、人間としての生の喜びと愉みを与える機能を
有するとされる20-23）。その結果、人に安らぎと幸せ感を
生み、心身ならびに社会的健康の状態をより良い状態に
導き、生活の質を向上させる可能性があるとされ
る20-23）。観芸活動（生花）においては、花をいけている
人だけでなく、周囲の関係者のそれぞれの日常の思考や

行動に影響を及ぼし、集団への関係性に波及していくこ
とが報告されている24）。動物介在活動は、動物が介在す
ることにより、対象者の体と心を健やかにし、人や社会
との繋がりを築くことが可能だと考えられてい
る25, 26）。また、認知症高齢者を対象とした研究におい
ては、動物介在活動で対象者のストレス軽減が認められ
たとの報告もある27）。イルカ介在活動は自閉症など小児
精神・神経疾患に対する療育の一環として行われてき
た28-30）。また、一般の人を対象とした研究においては、
体験前後でストレス軽減が認められ、癒し効果があると
いう報告もある31）。
癒しとは心理的安静状態を示す言葉であるとされ、英
語の「Healing」に訳されることが一般的であるが、「癒
し」と「Healing」ともに心身の病的でストレスフルな
状態から安らぎの健康状態への回復という意味を持つと
される32）。つまり、癒し（心理的安静）は患者の病気を
含む肉体的・精神的苦痛の緩和にも影響するといえ
る1）。2023年度「バイオセラピー」の講義では、癒し
（心理的安静）を実際に体験するために、馬介在活動、
動物介在活動、植物介在活動、イルカの行動観察などの
演習にも取組んだ。
今回、「バイオセラピー」のそれぞれの演習における

癒し（心理的安静）効果について、アンケート調査なら
びにバイタル測定結果から明らかにすることを目的とし
た。

Ⅱ．材料と方法

1．「バイオセラピー」演習
馬の行動観察、馬介在活動、植物介在活動、動物園で
の展示動物観察ならびに介在活動、イルカの行動観察、
水族館での展示生物の観察活動を実施した。

2．アンケート調査
演習の参加者を対象として、演習の前後で心理的安静

（癒し）を表現する 5つの言葉「とてもくつろいだ気分」
「とても穏やかな気持ち」「安心だ」「とても落ち着いて
いる」「この上なく安らいでいる」について「非常にそ
う思う」「とてもそう思う」「そう思う」「少しはそう思
う」「全然そう思わない」という 5つの尺度（スケール）
に対する選択式アンケート調査33）を実施した。また、心
理的安静（癒し）の要因について、自由回答式アンケー
ト調査を実施した。

3．統計学的解析
5尺度（スケール）選択式アンケート調査結果につい
ては、心理的安静（癒し）を表す 5つの言葉、「とても

関西女子短期大学紀要第 34号（2024）

― １８ ―



くつろいだ気分」「とても穏やかな気分」「安心だ」「と
ても落ち着いている」「この上なく安らいでいる」につ
いて、それぞれ 5尺度（スケール）を「全然そう思わな
い」を 1点、「少しはそう思う」を 2点、「そう思う」を
3点、「とてもそう思う」を 4点、「非常にそう思う」を
5点とし、心理的安静（癒し）を表す 5つの言葉ごとに
点数化し、得点の高さにより、心理的安静（癒し）が高
いと評価した。
次に、体験前と体験後での点数を比較検討するため

に、対応ある t 検定を含む定量的統計学的解析を行っ
た。
また、自由回答式アンケート回答結果はテキストマイ
ニング KH-Coder による定性的統計学的解析を実施し
た。

4．倫理的配慮
アンケート調査結果については個人が特定されないよ
う匿名化処理後に統計処理を実施し、アンケート調査回

答用紙は施錠管理した。

Ⅲ．結 果

1．バイオセラピー演習実施結果
1）馬介在活動
実施場所：大阪府立農芸高等学校
参加人数：15名
演習内容：学内にて、飼育されている馬（ポニー 4

頭）の行動観察ならびに餌やり、ブラッシング、引き
馬などの触れ合い体験を実施した（図 1）。

2）植物介在活動
実施場所：関西女子短期大学
参加人数：15名
演習内容：園芸活動のデモンストレーション見学とラ
ベンダーによる匂い袋（ポプリ）製作（図 2）

3）観芸活動
実施場所：玉手山学園立教館
参加人数：16名

図 1 大阪府立農芸高等学校での馬介在活動

図 2 植物介在活動（園芸活動デモンストレーションとラベンダー匂い袋製作演習）
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演習内容：観芸活動（生花）体験として、オランダア
ヤメ（グラジオラス）を生け、鑑賞した。（図 3）

4）動物園での演習
実施場所：天王寺動物園
参加人数：15名
演習内容：動物園での展示動物観察ならびに動物介在
活動を実施した（図 4）。

5）イルカの行動観察／水族館展示生物観察
実施場所：京都水族館
参加人数：15名
演習内容：飼育展示生物の観察ならびに生後 5ヶ月の
イルカとその母親の行動観察を実施した（図 5）。

6）園芸体験
実施場所：関西女子短期大学

図 3 観芸活動（生花体験）

図 4 動物園での展示動物観察

図 5 イルカの行動観察／水族館展示生物観察
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参加人数：10名
演習内容：ヘリクリサム シルバースノー、赤、ピン
ク、白色のシクラメン、黄色や赤色のジュリアンから
好みの花苗を選び、プランターへの鉢植え体験を実施
した（図 6）

2．癒し（心理的安静）についてのアンケート調査結果
1）演習前後での 5段階回答結果
癒し（心理的安静）を表す 5つの言葉について「非常
にそう思う」「とてもそう思う」、「そう思う」、「少しは
そう思う」、「全然そう思わない」について、それぞれ 5

図 6 園芸体験

図 7 演習前後における癒し（心理的安静）を表す 5つの言葉についての数値化

山本まりこ他：医療秘書学科専門科目「バイオセラピー」での演習による学生の癒し体験とその効果についての検討

― ２１ ―



尺度の評価を点数化し、得点の高さにより、癒し（心理
的安静）の程度を数値化した（図 7）。それぞれの演習
におけるアンケート有効回答数は観芸活動（生花体験）
N＝17、植物介在活動（ラベンダーによる匂い袋作製）、
馬介在活動、イルカの行動観察／水族館展示生物観察演
習がいずれも N＝16、動物園での展示動物観察演習は
N＝15、園芸体験は N＝10であった。「とてもくつろい
だ気分」では、植物介在活動（匂い袋製作）演習が演習
後の点数が最も高い結果となった。一方、馬介在活動が
最も低い点数となった（図 7）。「とても穏やかな気分」
でも同じく、植物介在活動（匂い袋製作）が演習後の点
数が最も高い結果となった（図 7）。一方、動物園での
演習が最も低い点数となった（図 7）。
「安心だ」、「とても落ち着いている」、「この上なく安
らいでいる」いずれも植物介在活動（匂い袋製作）演習
が演習後最も高くなった。一方、演習後最も低い点数と
なったのは、馬介在活動であった。
次に癒し（心理的安静）を表す 5つの言葉の点数を合
計し、その平均値をそれぞれの演習の前後にて比較した
結果では、すべての演習において、演習前と比較し、演
習後に点数が高くなった（図 8）。なお、演習後に最も
高い点数となったのは、個別の結果と同様に植物介在活
動（匂い製作）演習であった。一方、演習後に最も点数
が低かったのは馬介在活動とイルカの行動観察／水族館
展示生物観察演習であった。また、演習後において、植
物を介在する演習が動物を介在する演習よりも点数が高
い結果となった（図 8）。
対応ある t‐検定の結果、それぞれの演習において、

演習前と演習後を比較したところ、心的安静（癒し）を
表す 5つの言葉いずれも有意水準 5％にて有意差が認め
られた。また、5つの言葉それぞれにおける点数を平均
化した場合においてもすべての演習前後にて有意水準 5

％にて有意差が認められた。

2）癒し（心理的安静）に関するアンケート自由回答に
おけるテキストマイニング結果

（1）各演習における癒し（心理的安静）についての自由
記載回答における共起ネットワーク結果
それぞれの演習に繋がるワードとして、「癒す」「見
る」「思う」「感じる」などの言葉が共起ネットワークと
して繋がった（図 9）。また、植物介在活動／匂い袋製
作演習と観芸活動（生花体験）演習では、「花」という
ワードにより繋がった（図 9）。一方、イルカの行動観
察／水族館展示生物観察演習と動物園での演習とは近接
したネットワークを形成し、馬介在活動はこれら 2演習
とは近接した共起ネットワーク形成ではなかった（図
9）。
（2）癒し（心理的安静）に関するアンケート自由回答に

おける対応分析結果
「癒す」「落ち着く」「感じる」「気持ち」「普段」「思
う」「行く」「自然」「楽しい」などのワードがそれぞれ
の演習に共通するワードとして抽出された（図 10）。ま
た、「香り」「匂い」など五感に関するワードが植物を介
在する演習に特徴的なワードとして、抽出された（図
10）。

Ⅳ．考 察

1．「バイオセラピー」での演習における癒し（心理的安
静）効果について
癒し（心理的安静）についてのアンケート結果におい
て演習前と比較し、演習後にいずれの演習も点数が高か
ったこと、演習前後での点数において有意な差が認めら
れたことから、「バイオセラピー」において実施した演
習はいずれも癒し（心理的安静）効果があった可能性が
考えられた。なお、演習後に最も高い点数が得られた演
習は植物介在活動（ラベンダーによる匂い袋製作）であ
った。また、予備的実験として、演習前中後のバイタル
測定を行ったところ、演習後に最高血圧、最低血圧そし
て脈拍ともに最低値を示した演習は植物介在活動（ラベ

図 8 演習前後における癒し（心理的安静）の変化
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図 9 癒しに関するアンケート自由回答における共起ネットワーク

図 10 癒しに関するアンケート自由回答における対応分析結果
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ンダーによる匂い袋製作）であった（結果未掲載）。血
圧や脈拍は交感神経と副交感神経による自律神経の拮抗
支配により、興奮時やストレス時には血圧や脈拍数が上
昇し、安静時には血圧や脈拍数が低下するとされ
る33-35）。これらの結果より、植物介在活動（ラベンダー
による匂い袋製作）が「バイオセラピー」での演習で最
も癒し（心理的安静）効果が得られた可能性が考えられ
た。
今回、植物を介した演習はラベンダーによる匂い袋製
作、生花体験、そして園芸体験であったが、その中で最
も癒し効果（心理的安静）が高いと考えられたのがラベ
ンダーによる匂い袋製作であった。いずれも植物介在活
動であるにも関わらず、その結果に差が生じた。その要
因として、アンケート調査における自由記載回答をテキ
ストマイニングした結果から、ラベンダーによる匂い袋
製作に特徴的なワードとして、「香り」、「匂い」、「作る」
が挙げられたことから、嗅覚や触覚を刺激することが癒
し（心理的安静）に影響することが考えられた。なお、
兵庫県立淡路景観園芸学校における園芸療法を目的とし
て造営されたアルファガーデンでの散策によって癒し
（心理的安静）が得られた植物の抽出研究では「香りが
する植物」が最も癒し（心理的安静）が得られたという
報告がある13, 36）。また、ラベンダーの芳香により副交
感神経が優位に働くという報告37）があることから、「香
り」を伴い五感を刺激する演習であるラベンダーによる
匂い袋製作が癒し（心理的安静）効果が高くなった可能
性が示唆された。

2．植物介在活動と動物介在活動の癒し（心理的安静）
効果の違いについて
アンケート結果ならびにバイタル測定結果ともに、ラ
ベンダーによる匂い袋製作、生花体験、そして園芸体験
といった植物介在演習が馬介在活動、動物園での演習、
イルカの行動観察などの動物介在活動よりも癒し（心理
的安静）効果が高い可能性が示された。なお、日常生活
における癒し（心理的安静）が得られる対象物について
のアンケート調査では、「犬」、「猫」、「ペット」、「飼う」
というテキストマイニング結果が得られた36）。よって、
今回の演習での対象物が「犬」や「猫」といった「ペッ
ト」ではなく、普段接することがない「馬」や「イル
カ」であったことが癒し（心理的安静）効果に影響した
可能性が示唆された。
また、植物介在活動は屋内での実施であったが、馬介
在活動や動物園での演習は屋外での実施であったことな
ど演習実施場所の違いによって、湿度や気温が異なって
いたことが心理状態に影響した可能性も考えられ

た38, 39）。さらに、植物介在活動はいずれも本学での実
施であったが、動物介在活動は実施場所が学外であり、
移動時間も 1～2時間と個人差があったことも影響して
いる可能性が考えられる。このように、各演習におい
て、癒し（心理的安静）効果に対するバイアス因子が存
在することが考えられるため、今後はこれらのバイアス
因子を考慮し、癒し（心理的安静）効果を検討する必要
があると考える。

Ⅴ．結 論

2023年度、新たに開講された医療秘書学科専門科目
「バイオセラピー」で実施された演習において、「匂い」
「香り」「作る」などの五感を刺激することで「気持ち」
が「落ち着く」ことが癒し（心理的安静）効果を高める
可能性が示唆された。
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